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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
健
や
か
に
お
迎

え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
本
議
会
へ
の
深
い
ご
理
解
と
、
議
会
活
動
に
対
す
る
温

か
い
ご
支
援
・ご
協
力
を
頂
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

昨
年
は
、
全
国
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
蔓
延
し
、
日

本
経
済
に
打
撃
を
与
え
、
人
々
の
生
活
に
暗
い
影
を
落
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

県
内
や
町
内
に
お
い
て
も
感
染
者
が
多
数
確
認
さ
れ
、
特
に
第
５
波
は
町

内
経
済
や
町
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
新
富
町
に
と
っ
て
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
新
富

テ
ゲ
バ
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
す
る
「
テ
ゲ
バ
ジ
ャ
ー
ロ

宮
崎
」
が
Ｊ
３
昇
格
後
、
初
の
シ
ー
ズ
ン
に
お
い
て
３
位
と
い
う
好
成
績
を

納
め
ま
し
た
。

ま
た
現
在
、
新
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
支
所
機
能
の
移
転
や
コ
ン
ビ
ニ
、
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
や
多
目
的
広

場
を
併
設
し
、
地
域
住
民
の
利
便
性
や
地
域
交
流
が
期
待
さ
れ
、
新
田
地
区

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
老
朽
化
し
た
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
に
か
わ
る
防
災
ラ
ジ
オ
の
配
布

が
行
わ
れ
、
今
後
、
本
町
の
災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
の
強
化
や
町
の
情
報

発
信
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
議
会
議
員
一
同
、
町
の
発
展
や
町
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、
議

会
活
動
を
通
じ
て
、
よ
り
多
く
の
町
民
の
意
見
を
お
聞
き
し
、
町
当
局
に
提

案
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

結
び
に
あ
た
り
、
コ
ロ
ナ
の
早
期
終
息
を
願
い
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
長

永
友
繫
喜

新
年

お

で

ご
ざ

。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

建設中の新田コミュニティセンター

配布された防災ラジオ

女子サッカーチーム「ヴィアマテラス宮崎」も女子サッカーチーム ヴィアマテラス宮崎
来季から九州 部リーグへ

め

た

で最後まで優勝争いをしたで最後まで優勝争いをした
テゲバジャーロ宮崎

令令和和３３年年１１１１月月２２６６日日にに臨臨時時会会をを開開会会、、以以下下のの議議案案をを審審議議・・可可決決ししままししたた。。

議議案案第第５５２２号号 令令和和３３年年度度一一般般会会計計補補正正予予算算（（第第９９回回））
歳入歳出それぞれ２億５４２８万１千円を増額し、予算の総額は１４０億３４３４万２千円となりました。

事業名 事業費 財源内訳 説明

子育て世帯への臨時特
別給付金

１億４７３４万４千円 １億４７３４万４千円（国）

新型コロナウイルス感
染症の影響による給付
金

三納代北地区排水路整
備工事

２１６万６千円
９８万３千円（県）

１１８万３千円（一般）
農用地の排水路整備

三納代北地区ハウス外
構工事

２６０５万８千円

１１８３万円（寄）

１３９２万８千円（基）

３０万円（一般）

ほ場整備及びフェンス
設置

スマート農業等生産団
地創出支援事業補助金

２２１万２千円
１１０万５千円（県）

１１０万７千円（一般）

大和地区における高収
益作物の試験栽培実施

新富町商工会空調機改
修補助金

４００万円 ４００万円（一般）
商工研修センターの空
調機改修に対する補助

調調整整交交付付金金事事業業

口座振替受付シス
テム構築業務委託

３２０万円
３００万円（国）

２０万円（一般）

インターネットで行え
るようシステムを構築

道路維持事業 ６７００万円

４８５０万円（国）

１３９０万円（地方債）

４６０万円（一般）

道路舗装補修事業及び
通学路区画線設置事業

道路新設改良事業 ２６６０万円
２５０１万円（国）

１５９万円（一般）
道路改良、排水路整備

再再編編関関連連訓訓練練移移転転等等交交付付金金事事業業

新富スマート 配水管・
農水管移設実施設計業
務委託

１５５０万円
１４５０万円（国）

１００万円（一般）

配水管・農水管の移設に
係る設計業務委託

※財源内訳：（国）国庫支出金、（県）県支出金、（寄）寄附金、（基）基金、（一般）一般財源

議議案案第第５５３３号号 新新富富町町立立小小中中学学校校施施設設維維持持管管理理基基金金条条例例

議議案案第第５５４４号号 物物品品売売買買契契約約のの締締結結ににつついいてて（（令令和和３３年年度度特特定定防防衛衛施施設設周周辺辺
整整備備調調整整交交付付金金事事業業 小小型型動動力力ポポンンププ購購入入））

承承認認第第２２１１号号 専専決決処処分分のの承承認認をを求求めめるるここととににつついいてて（（令令和和３３年年度度新新富富町町一一
般般会会計計補補正正予予算算（（第第８８回回））））※新型コロナウイルス感染症対策事業関連
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あ
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１５９万円（一般）
道路改良、排水路整備
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新富スマート 配水管・
農水管移設実施設計業
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１００万円（一般）
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※財源内訳：（国）国庫支出金、（県）県支出金、（寄）寄附金、（基）基金、（一般）一般財源

議議案案第第５５３３号号 新新富富町町立立小小中中学学校校施施設設維維持持管管理理基基金金条条例例

議議案案第第５５４４号号 物物品品売売買買契契約約のの締締結結ににつついいてて（（令令和和３３年年度度特特定定防防衛衛施施設設周周辺辺
整整備備調調整整交交付付金金事事業業 小小型型動動力力ポポンンププ購購入入））

承承認認第第２２１１号号 専専決決処処分分のの承承認認をを求求めめるるここととににつついいてて（（令令和和３３年年度度新新富富町町一一
般般会会計計補補正正予予算算（（第第８８回回））））※新型コロナウイルス感染症対策事業関連

22

臨
時
会
報
告



令令和和３３年年１１２２月月２２日日～～１１４４日日のの１１３３日日間間でで開開催催。。以以下下はは主主なな議議案案とと説説明明でですす。。
※議案一覧と採決状況は１３ページに掲載

議議案案第第５５５５号号 令令和和３３年年度度一一般般会会計計補補正正予予算算（（第第１１００回回））

歳入歳出それぞれ１億９５９９万２千円を増額し、予算の総額は１４２億３０３３万４千円となりました。

主な事業と予算

公公共共用用地地等等敷敷均均しし工工事事 ※※新新規規事事業業

２２６６６６万万９９千千円円

１３３万４千円（県）１３３万５千円（一般）

旧富養園跡地を広場として活用するための

敷均し工事を行います。

新新田田公公民民館館等等解解体体工工事事 ※※継継続続事事業業

３３９９３３４４万万１１千千円円（一般）

新田コミュニティセンター建設に伴い、

現在の新田公民館及び新田支所の解体工

事を行います。

新新富富町町設設備備投投資資支支援援補補助助金金（（農農林林水水産産、、商商

工工、、医医療療、、福福祉祉事事業業者者））※※新新規規事事業業

３３１１４４００万万円円（基金）

安定的な経営を支援するため、設備投資を

行う事業者に対し上限１０万円まで全額補

助します。

新新型型ココロロナナウウイイルルススワワククチチンン接接種種事事業業

※※継継続続事事業業

２２８８００００万万９９千千円円

２８００万８千円（国）１千円（一般）

３回目の新型コロナウイルスワクチン接

種に係る経費です。

議議案案第第６６１１号号 町町長長、、副副町町長長及及びび教教育育長長のの給給与与及及びび旅旅費費にに関関すするる条条例例のの一一部部をを改改正正すするる条条例例

令和４年１月に限り、町長の給料月額を１００分の５０に相当する額を減じた額とする。

【【総総務務産産業業常常任任委委員員会会のの見見解解】】

減額の理由については「町として固定資産の償却資産の実地調査、指導を行っていなかったこと、償却資

産の広報周知が足りていなかったこと」また「これまで適正に申告し納税されていた方々並びに町民に混

乱と迷惑をかけたこと」とし、行政の最高責任者として責任をとるものであると説明。委員会からは「今回

しっかりとした対応をすることが、責任者としての責任の取り方ではないのか」という意見も出されたが、

執行部からは「しっかりとした対応を取ったうえで、行政の最高責任者のけじめとして、この議案を上程し

ている」との回答であった。よって委員会では、その説明に基づき賛成多数で可決した。

議議案案第第６６７７号号 公公のの施施設設のの指指定定管管理理者者のの指指定定ににつついいてて（（新新田田ココミミュュニニテティィセセンンタターー））

指定する団体 高原ミネラル株式会社

指定期間 令和４年４月１日から令和９年３月３１日まで

【【文文教教厚厚生生常常任任委委員員会会のの見見解解】】

高原ミネラル株式会社について、コンビニなどの販売事業としては、現在も経営を行っており問題はな

いと思われるが、公共施設の管理実績がないため、日常的な施設の管理運営については、注意して見守って

いただきたい等の意見が出た。また利用者のニーズに応えるため、アンケート調査など積極的に実施し、地

域の利便性や賑わいの広場としての拠点となるよう強く要望した。委員会では適切と認め可決した。
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令令和和３３年年１１２２月月２２日日～～１１４４日日のの１１３３日日間間でで開開催催。。以以下下はは主主なな議議案案とと説説明明でですす。。
※議案一覧と採決状況は１３ページに掲載

議議案案第第５５５５号号 令令和和３３年年度度一一般般会会計計補補正正予予算算（（第第１１００回回））

歳入歳出それぞれ１億９５９９万２千円を増額し、予算の総額は１４２億３０３３万４千円となりました。

主な事業と予算

公公共共用用地地等等敷敷均均しし工工事事 ※※新新規規事事業業

２２６６６６万万９９千千円円

１３３万４千円（県）１３３万５千円（一般）

旧富養園跡地を広場として活用するための

敷均し工事を行います。

新新田田公公民民館館等等解解体体工工事事 ※※継継続続事事業業

３３９９３３４４万万１１千千円円（一般）

新田コミュニティセンター建設に伴い、

現在の新田公民館及び新田支所の解体工

事を行います。

新新富富町町設設備備投投資資支支援援補補助助金金（（農農林林水水産産、、商商

工工、、医医療療、、福福祉祉事事業業者者））※※新新規規事事業業

３３１１４４００万万円円（基金）

安定的な経営を支援するため、設備投資を

行う事業者に対し上限１０万円まで全額補

助します。

新新型型ココロロナナウウイイルルススワワククチチンン接接種種事事業業

※※継継続続事事業業

２２８８００００万万９９千千円円

２８００万８千円（国）１千円（一般）

３回目の新型コロナウイルスワクチン接

種に係る経費です。

議議案案第第６６１１号号 町町長長、、副副町町長長及及びび教教育育長長のの給給与与及及びび旅旅費費にに関関すするる条条例例のの一一部部をを改改正正すするる条条例例

令和４年１月に限り、町長の給料月額を１００分の５０に相当する額を減じた額とする。

【【総総務務産産業業常常任任委委員員会会のの見見解解】】

減額の理由については「町として固定資産の償却資産の実地調査、指導を行っていなかったこと、償却資

産の広報周知が足りていなかったこと」また「これまで適正に申告し納税されていた方々並びに町民に混

乱と迷惑をかけたこと」とし、行政の最高責任者として責任をとるものであると説明。委員会からは「今回

しっかりとした対応をすることが、責任者としての責任の取り方ではないのか」という意見も出されたが、

執行部からは「しっかりとした対応を取ったうえで、行政の最高責任者のけじめとして、この議案を上程し

ている」との回答であった。よって委員会では、その説明に基づき賛成多数で可決した。

議議案案第第６６７７号号 公公のの施施設設のの指指定定管管理理者者のの指指定定ににつついいてて（（新新田田ココミミュュニニテティィセセンンタターー））

指定する団体 高原ミネラル株式会社

指定期間 令和４年４月１日から令和９年３月３１日まで

【【文文教教厚厚生生常常任任委委員員会会のの見見解解】】

高原ミネラル株式会社について、コンビニなどの販売事業としては、現在も経営を行っており問題はな

いと思われるが、公共施設の管理実績がないため、日常的な施設の管理運営については、注意して見守って

いただきたい等の意見が出た。また利用者のニーズに応えるため、アンケート調査など積極的に実施し、地

域の利便性や賑わいの広場としての拠点となるよう強く要望した。委員会では適切と認め可決した。

閉店したサンリブ・マルショク

問問
新
富
陸
上
ク
ラ
ブ
の
児
童
生
徒

は
、
放
課
後
に
文
化
公
園
で
部
外

指
導
者
の
下
、
持
続
走
の
練
習
を

し
て
い
る
。
好
成
績
を
上
げ
て
お

り
、
し
っ
か
り
し
た
陸
上
競
技
用

の
施
設
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答答
陸
上
競
技
用
の
施
設
整
備
の
必

要
性
に
つ
い
て
は
、
十
分
認
識
し

て
い
る
の
で
、
今
後
は
関
係
各
課

と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

開
始
時
期
等
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

答答
追
加
接
種
と
し
て
、
優
先
順
位

は
設
け
ず
初
回
接
種
（
１
・
２
回
目
）

接
種
後
、
原
則
８
か
月
以
上
経
過

し
た

歳
以
上
の
方
を
対
象
に

今
月
か
ら
町
内
の
医
療
機
関
で
個

別
接
種
し
て
い
く
。

問問
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者

が
減
少
し
て
い
る
。
屋
外
運
動
場

（
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）
の

利
用
開
始
に
併
せ
て
、
更
衣
室
や

洗
い
場
等
を
拡
大
改
修
し
て
利
用

者
増
を
ね
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

答答
現
在
の
と
こ
ろ
、
更
衣
室
等
の

大
規
模
な
改
修
は
計
画
し
て
い
な

い
。
修
繕
等
の
必
要
が
生
じ
た
場

合
は
、
適
時
適
切
に
補
修
を
行
い

施
設
管
理
し
て
い
る
。

問問
町
中
心
部
に
あ
る
マ
ル
シ
ョ
ク

の
閉
店
に
よ
り
、
周
辺
は
買
い
物

難
民
が
多
発
、
こ
の
状
況
へ
の
取

り
組
み
は
。

答答
町
中
心
部
の
大
型
店
舗
閉
店
は

大
変
憂
慮
し
て
い
る
。
本
社
に
早

急
な
事
業
承
継
等
お
願
い
し
て
い

る
が
進
展
は
な
い
。
跡
地
の
活
用

は
、
本
社
と
協
議
を
継
続
し
本
町

の
活
性
化
に
資
す
る
よ
う
最
大
限

の
配
慮
を
要
望
し
て
い
る
。

問問
新
田
原
基
地
の
外
か
ら
見
る
と

防
音
土
堤
が
完
成
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
が
、
整
備
の
進
捗
と
効

果
の
確
認
は
。

答答
防
音
土
堤
は
基
地
か
ら

月

末
に
整
備
が
完
了
し
た
と
連
絡
が

あ
っ
た
。
防
音
効
果
の
確
認
に
つ

い
て
は
九
州
防
衛
局
と
協
力
し
て
、

騒
音
測
定
す
る
予
定
で
あ
り
、
時

期
や
確
認
方
法
は
調
整
中
で
あ
る
。

問問
ヴ
ィ
ア
マ
テ
ラ
ス
の
試
合
場
は

富
田
浜
公
園
で
あ
る
。
水
溜
り
等

不
整
地
が
多
い
の
で
整
備
し
て
は

ど
う
か
。

答答
ス
ポ
ー
ツ
環
境
、
富
田
浜
公
園

の
運
動
場
整
備
に
つ
い
て
は
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
地
区
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
少
年
サ
ッ
カ
ー
、
更

に
は
女
子
サ
ッ
カ
ー
の
公
式
試
合

等
幅
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
修

繕
等
を
行
い
な
が
ら
、
引
き
続
き

維
持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

下村下村
しもむら

下村下村
しもむら

豊
しもむら

下村
しもむら

豊豊豊
ゆたか

豊豊
ゆたか

議員

陸
上
競
技
用
施
設
が

陸
上
競
技
用
施
設
が
必
要
で
は

十
分
認
識
し
関
係
各
課
と
協
議

教育長

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
時
期
は

温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー
の
改
修
は

マ
ル
シ
ョ
ク
閉
店
へ
の
対
策
は

陸上競技場の整備に大いに期待

ヴ
ィ
ア
マ
テ
ラ
ス
宮
崎
の

試
合
場
整
備
は

土
堤
の
整
備
と
効
果
確
認
は
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問問
東
南
海
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

富
田
、
下
新
田
、
上
新
田
で
そ
れ

ぞ
れ
予
想
さ
れ
る
被
害
は
ど
う
思

う
か
。

答答
町
の
地
域
を
３
つ
に
分
け
た
場

合
、
富
田
区
域
は
津
波
被
害
が
想

定
さ
れ
、
下
新
田
区
域
は
一
ツ
瀬

川
の
氾
濫
が
懸
念
材
料
と
な
っ
て

お
り
、
特
に
上
・
下
今
町
地
区
は

浸
水
区
域
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い

る
。
上
新
田
区
域
に
お
い
て
は
津

波
被
害
は
な
く
、
土
砂
災
害
警
戒

区
域
も
少
な
い
な
ど
、
比
較
的
安

全
な
区
域
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

問問
救
助
で
期
待
す
る
の
は
地
区
消

防
団
で
あ
る
が
、
懐
中
電
灯
等
の

備
品
だ
け
で
は
対
処
出
来
な
い
。

団
員
各
自
に
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
支

給
し
た
ら
ど
う
か
。
ま
た
３
地
区

に
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
や
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
等
を
配
置
し
、

時
間
以
内

に
救
助
出
来
る
備
品
な
ど
も
備
え

た
ら
ど
う
か
。

答答
以
前
は
ミ
ニ
ユ
ン
ボ
や
ユ
ニ
ッ

ク
車
な
ど
を
町
で
保
有
し
な
が
ら

現
場
作
業
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、

現
在
は
そ
う
い
っ
た
仕
事
を
す
べ

て
外
に
出
す
よ
う
に
な
っ
て
、
重

機
な
ど
の
機
材
が
減
っ
て
い
っ
た
。

も
う
一
度
、
災
害
等
の
こ
と
を
考

え
る
と
、
必
要
な
機
材
等
を
揃
え

て
い
く
こ
と
、
ま
た
職
員
に
操
縦

免
許
の
取
得
を
し
て
も
ら
う
こ
と

な
ど
も
一
つ
の
方
策
だ
と
い
う
こ

と
で
、
都
市
建
設
課
に
は
話
を
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問問
役
場
前
歩
道
橋
を
直
接
役
場
敷

地
内
に
接
続
で
き
な
い
か
。
避
難

す
る
と
き
に
助
か
る
し
、
役
場
か

ら
商
店
街
に
人
の
流
れ
が
出
来
て

一
石
二
鳥
と
な
る
と
思
う
が
。

答答
歩
道
橋
を
役
場
ま
で
延
長
す
る

場
合
、
耐
震
強
度
の
問
題
も
あ
り

歩
道
橋
全
体
を
建
替
え
な
い
と
い

け
な
く
な
る
。
そ
う
な
る
と
そ
の

費
用
は
ど
こ
が
負
担
を
す
る
の
か
、

ま
た
高
額
な
費
用
が
必
要
に
な
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
そ
こ

は
し
っ
か
り
議
論
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
。
利
便
性
に
関
し
て

は
、
役
場
か
ら
直
接
渡
れ
る
こ
と

は
便
利
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

問問
上
新
田
学
園
か
ら
の
下
校
時
に
、

十
文
字
か
ら
自
衛
隊
正
門
迄
の
間

を
一
人
で
児
童
が
歩
い
て
帰
っ
て

い
る
と
聞
い
た
。
そ
の
道
は
歩
道

の
白
線
も
消
え
、
狭
く
て
危
険
だ
。

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
新
た
に
引
い

て
、
少
し
で
も
安
心
感
を
与
え
た

ら
ど
う
か
。

答答
現
在
、
具
体
的
に
そ
こ
の
通
学

路
に
つ
い
て
の
補
修
等
の
要
望
は

上
が
っ
て
き
て
い
な
い
が
、
通
学

路
に
お
け
る
危
険
個
所
等
の
点
検

を
定
期
的
に
や
っ
て
い
る
の
で
、

さ
ら
に
確
認
を
し
て
い
き
た
い
。

圖師
ず し

孝一
こういち

議員

必
要
な
機
材
導
入
は
改
め
て
検
討

町長 消
防
団
の
装
備
を
災
害
時
の
た
め

に
充
実
さ
せ
て
は
ど
う
か

圖師
ず し

孝一
こういち

議員

通
学
路
の
安
全
確
保
を

いざという時に活躍する重機だが
操縦士の確保も課題である

児童が安心して歩ける歩道の整備を

大地震発生時は地
域により予想され
る被害が異なる

問問
町
内
の
交
通
事
故
の
現
状
と
対

策
は
。

答答
交
通
事
故
の
発
生
件
数
と
町
内

の
第
一
当
事
者
数
と
も
に
、
３
か

年
連
続
で
減
少
し
て
い
る
。
新
富

町
で
は
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、

高
齢
者
の
サ
ポ
カ
ー
補
助
金
、
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
補
助
金
、
交

差
点
の
カ
ラ
ー
舗
装
、
止
ま
れ
や

車
止
め
な
ど
の
標
識
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
設
置
な
ど
、
よ
り
具
体
的

で
実
効
性
の
あ
る
対
策
を
実
施
し

て
い
る
。

問問
「
東
児
湯
ハ
ン
ド
ア
ッ
プ
運
動

協
定
」
の
取
り
組
み
は
。

答答
横
断
歩
行
者
保
護
を
軸
と
し
た

実
行
力
の
あ
る
交
通
安
全
対
策
と

し
て
「
ハ
ン
ド
ア
ッ
プ
運
動
」
を
推

進
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
、
防

災
ラ
ジ
オ
等
に
よ
る
広
報
、
高
齢

者
交
通
安
全
講
習
会
で
運
動
の
説

明
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
テ
ゲ
バ

ジ
ャ
ー
ロ
宮
崎
、
ヴ
ィ
ア
マ
テ
ラ

ス
宮
崎
に
協
力
団
体
と
し
て
広
報

等
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問問
「
し
ん
と
み
Ｓ
あ
ぷ
」
な
ど
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
者
に
は
便
利
な

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
が
、
高
齢
者
で

も
簡
単
に
利
用
で
き
る
ア
プ
リ
の

開
発
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
貸
出

し
な
ど
で
き
な
い
か
。

答答
高
齢
者
へ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
普
及
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室

の
充
実
な
ど
、
今
か
ら
力
を
入
れ

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
分
野

だ
と
考
え
る
。

問問
告
示
後
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
へ

の
今
後
の
防
音
工
事
の
見
通
し
は
。

答答
国
は
、
騒
音
対
策
と
し
て
基
地

周
辺
の
騒
音
の
影
響
が
特
に
大
き

い
場
所
で
、
緊
急
先
行
的
な
措
置

を
実
施
す
る
と
し
て
い
る
。
実
施

時
期
は
本
年
度
中
に
事
務
的
な
各

種
手
続
き
を
終
了
さ
せ
、
令
和
４

年
度
か
ら
事
業
の
実
施
が
で
き
る

よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。

問問
今
回
の
緊
急
先
行
的
な
措
置
は

長
年
の
要
望
の
結
果
で
、
喜
ぶ
べ

き
で
あ
る
が
、
対
象
は
騒
音
の
影

響
が
特
に
大
き
い

Ｗ
区
域
と

あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
地
域
が
分
断

さ
れ
か
ね
な
い
。
私
た
ち
が
基
地

と
共
存
し
安
心
し
て
生
活
す
る
た

め
に
は
、

Ｗ
区
域
の
防
音
工
事

は
必
須
で
は
な
い
か
。

答答

Ｗ
コ
ン
タ
ー
区
域
も
含
め

た
す
べ
て
の
区
域
に
対
し
て
、
防

音
工
事
が
推
進
さ
れ
る
の
が
当
然

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
先
日
、
周
辺

協
議
会
と
し
て
九
州
防
衛
局
に
要

望
に
行
っ
た
際
は
、

Ｗ
区
域
に

対
し
て
も
防
音
工
事
を
推
進
さ
せ

る
こ
と
を
中
心
に
、
基
地
周
辺
対

策
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
伝
え
て

き
た
。
回
答
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
将

来
の
検
討
課
題
」
か
ら
「

Ｗ
ま

で
の
重
要
さ
も
加
味
し
た
う
え
で

し
っ
か
り
前
向
き
に
検
討
し
て
い

く
」
と
い
う
回
答
に
変
わ
っ
た
の

で
、
今
後
も

Ｗ
区
域
ま
で
の
防

音
工
事
の
推
進
を
周
辺
市
町
一
丸

と
な
り
要
望
し
て
い
く
。
ま
た
議

会
と
一
緒
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

小山小山
こや ま

小山小山
こや ま

早早早
さ

早早早早
ささ

苗
さ

早
さ

苗
なえ

苗苗苗苗
なえなえ

議員

「
ハ
ン
ド
ア
ッ
プ
運
動
」取
組
み
と
し
て

ン

ア

プ
運
動
」取
組
み
と

て

役
場
前
交
差
点
を
モ
デ
ル
地
区
に

交
通
事
故
防
止
に

交
通
事
故
防
止
に

役
場
職
員
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く

町長

新
田
原
基
地
の

騒
音
に
対
す
る
対
応
は

買
い
物
困
難
者
の
対
応
は

こ や ま ささ なえなえ

横断歩道は手を挙げて
意思表示を

横断中の事故防止

視覚に訴える「ピクトグラム」
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問問
東
南
海
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、

富
田
、
下
新
田
、
上
新
田
で
そ
れ

ぞ
れ
予
想
さ
れ
る
被
害
は
ど
う
思

う
か
。

答答
町
の
地
域
を
３
つ
に
分
け
た
場

合
、
富
田
区
域
は
津
波
被
害
が
想

定
さ
れ
、
下
新
田
区
域
は
一
ツ
瀬

川
の
氾
濫
が
懸
念
材
料
と
な
っ
て

お
り
、
特
に
上
・
下
今
町
地
区
は

浸
水
区
域
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い

る
。
上
新
田
区
域
に
お
い
て
は
津

波
被
害
は
な
く
、
土
砂
災
害
警
戒

区
域
も
少
な
い
な
ど
、
比
較
的
安

全
な
区
域
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

問問
救
助
で
期
待
す
る
の
は
地
区
消

防
団
で
あ
る
が
、
懐
中
電
灯
等
の

備
品
だ
け
で
は
対
処
出
来
な
い
。

団
員
各
自
に
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
支

給
し
た
ら
ど
う
か
。
ま
た
３
地
区

に
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
や
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
等
を
配
置
し
、

時
間
以
内

に
救
助
出
来
る
備
品
な
ど
も
備
え

た
ら
ど
う
か
。

答答
以
前
は
ミ
ニ
ユ
ン
ボ
や
ユ
ニ
ッ

ク
車
な
ど
を
町
で
保
有
し
な
が
ら

現
場
作
業
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、

現
在
は
そ
う
い
っ
た
仕
事
を
す
べ

て
外
に
出
す
よ
う
に
な
っ
て
、
重

機
な
ど
の
機
材
が
減
っ
て
い
っ
た
。

も
う
一
度
、
災
害
等
の
こ
と
を
考

え
る
と
、
必
要
な
機
材
等
を
揃
え

て
い
く
こ
と
、
ま
た
職
員
に
操
縦

免
許
の
取
得
を
し
て
も
ら
う
こ
と

な
ど
も
一
つ
の
方
策
だ
と
い
う
こ

と
で
、
都
市
建
設
課
に
は
話
を
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問問
役
場
前
歩
道
橋
を
直
接
役
場
敷

地
内
に
接
続
で
き
な
い
か
。
避
難

す
る
と
き
に
助
か
る
し
、
役
場
か

ら
商
店
街
に
人
の
流
れ
が
出
来
て

一
石
二
鳥
と
な
る
と
思
う
が
。

答答
歩
道
橋
を
役
場
ま
で
延
長
す
る

場
合
、
耐
震
強
度
の
問
題
も
あ
り

歩
道
橋
全
体
を
建
替
え
な
い
と
い

け
な
く
な
る
。
そ
う
な
る
と
そ
の

費
用
は
ど
こ
が
負
担
を
す
る
の
か
、

ま
た
高
額
な
費
用
が
必
要
に
な
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、
そ
こ

は
し
っ
か
り
議
論
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
。
利
便
性
に
関
し
て

は
、
役
場
か
ら
直
接
渡
れ
る
こ
と

は
便
利
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

問問
上
新
田
学
園
か
ら
の
下
校
時
に
、

十
文
字
か
ら
自
衛
隊
正
門
迄
の
間

を
一
人
で
児
童
が
歩
い
て
帰
っ
て

い
る
と
聞
い
た
。
そ
の
道
は
歩
道

の
白
線
も
消
え
、
狭
く
て
危
険
だ
。

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
新
た
に
引
い

て
、
少
し
で
も
安
心
感
を
与
え
た

ら
ど
う
か
。

答答
現
在
、
具
体
的
に
そ
こ
の
通
学

路
に
つ
い
て
の
補
修
等
の
要
望
は

上
が
っ
て
き
て
い
な
い
が
、
通
学

路
に
お
け
る
危
険
個
所
等
の
点
検

を
定
期
的
に
や
っ
て
い
る
の
で
、

さ
ら
に
確
認
を
し
て
い
き
た
い
。

圖師
ず し

孝一
こういち

議員

必
要
な
機
材
導
入
は
改
め
て
検
討

町長 消
防
団
の
装
備
を
災
害
時
の
た
め

消
防
団
の
装
備
を
災
害
時
の

に
充
実
さ
せ
て
は
ど
う
か

圖師圖師
ず し

圖師圖師
ず しず し

孝一
ず し

圖師
ず しず し

孝一孝一孝一
こういち

孝一孝一
こういちこういち

議員

通
学
路
の
安
全
確
保
を

いざという時に活躍する重機だが
操縦士の確保も課題である

全
な
区
域
と
想
定
さ
れ

児童が安心して歩ける歩道の整備を

大地震発生時は地
域により予想され
る被害が異なる
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実態は把握している以
上の件数が予測される

コミュニティバスの利用も
多かったマルショク

心配される
オミクロン株
回目接種で
抑え込むこと
ができるか

問問
告
示
後
住
宅
の
騒
音
対
策
に
つ

い
て
、
こ
の
間
、
国
と
は
ど
の
よ
う

な
交
渉
を
し
て
き
た
の
か
。

答答

月
に
新
田
原
基
地
周
辺
協

議
会
を
開
催
し
、
国
が
示
し
た
緊

急
先
行
的
な
措
置
を
実
施
す
る
考

え
を
評
価
す
る
一
方
、
対
象
と
な

る
区
域
や
期
間
が
今
後
の
課
題
と

し
て
、
国
に
対
応
を
求
め
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

月
２
日
に
周
辺
協
議
会
か
ら
九
州

防
衛
局
に
対
し
て
、「
対
象
と
な
っ

て
い
な
い

Ｗ
区
域
に
所
在
す

る
住
宅
に
つ
い
て
も
防
音
工
事
の

対
象
と
す
る
こ
と
」
、
「
住
宅
防
音

工
事
予
算
の
安
定
確
保
」
、
「
第
一

種
区
域
内
に
所
在
し
、
平
成

年

８
月

日
以
降
に
建
築
さ
れ
た

住
宅
へ
の
防
音
工
事
の
実
施
」
等

に
つ
い
て
要
望
し
て
き
た
。

問問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

つ
い
て
、
今
後
の
対
応
は
。

答答
引
き
続
き
感
染
状
況
に
応
じ
た

会
食
時
の
「
み
や
ざ
き
モ
デ
ル
」
の

推
奨
や
公
共
施
設
等
の
利
用
制
限

な
ど
、
本
町
の
対
応
方
針
に
基
づ

き
感
染
防
止
対
策
の
取
組
み
を
行

っ
て
い
く
。
ま
た

月
１
日
か
ら

開
始
す
る
追
加
接
種
（
３
回
目
接

種
）
も
初
回
接
種
（
１
・
２
回
目
接

種
）
と
同
様
、
接
種
を
希
望
す
る
方

が
全
員
接
種
で
き
る
よ
う
、
町
内

医
療
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
行
く
。

問問
マ
ル
シ
ョ
ク
撤
退
後
の
町
と
し

て
の
対
策
は
。

答答
町
中
心
部
の
大
型
店
舗
の
閉
店

は
、
町
民
の
利
便
性
が
大
き
く
損

な
わ
れ
る
事
態
と
認
識
し
て
い
る
。

現
在
は
あ
る
程
度
議
論
を
し
て
お

り
、
町
の
考
え
方
も
お
伝
え
し
な

が
ら
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
ま
た
、
交
通
手
段
を
持
た

な
い
高
齢
者
等
の
方
々
に
つ
き
ま

し
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や

乗
合
タ
ク
シ
ー
「
ト
ヨ
タ
ク
」
を
ご

利
用
い
た
だ
き
、
他
の
店
舗
で
の

買
い
物
に
ご
活
用
い
た
だ
け
る
よ

う
、
町
営
公
共
交
通
の
広
報
に
も

一
層
注
力
し
て
い
く
。

問問
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
本
町
で
の

実
態
と
対
策
は
。

答答
本
町
で
把
握
し
て
い
る
件
数
は

３
世
帯
、
４
名
の
児
童
・
生
徒
に
対

し
、
新
富
町
こ
ど
も
家
庭
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
「
パ
プ
リ
カ
」
で
訪
問

支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。
直
接
自

宅
や
学
校
へ
出
向
き
、
本
人
、
学
級

担
任
、
必
要
に
応
じ
児
童
相
談
所

に
加
わ
っ
て
頂
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
が
抱
え
る
複
雑
か
つ
重
層
的

な
問
題
課
題
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
の
理
解
、
協
力
を
得
な
が
ら
対

応
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

※
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
と
は
、
家

族
の
介
護
や
ケ
ア
、
身
の
回
り
の

世
話
を
担
う

歳
未
満
の
子
ど

も
の
こ
と
で
す
。

吉田
よし だ

貴
たか

行
ゆき

議員

告
示
後
住
宅
の
防
音
工
事

国
と
の
交
渉
は

周
辺
協
議
会
で
要
望
活
動
を
行
っ
た

町長

町
中
心
部
の
ス
ー
パ
ー
閉
店

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
対
策
は

問問
婚
姻
届
は
町
独
自
の
も
の
が
あ

る
が
、
出
生
届
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ

ザ
イ
ン
が
あ
っ
て
い
い
と
思
う
。

町
民
を
巻
き
込
ん
で
小
学
生
か
ら

大
学
生
な
ど
、
こ
れ
か
ら
新
富
町

を
担
う
若
い
世
代
に
も
参
加
を
呼

び
か
け
広
く
町
民
に
デ
ザ
イ
ン
を

公
募
し
て
は
ど
う
か
。

答答
町
と
し
て
も
検
討
し
て
い
く
。

問問
婚
姻
届
提
出
時
の
町
独
自
の
取

組
み
と
し
て
記
念
写
真
用
パ
ネ
ル

を
作
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
に

貼
れ
る
よ
う
工
夫
し
て
は
ど
う
か
。

答答
出
生
届
や
婚
姻
届
は
人
生
に
お

い
て
も
大
切
な
届
出
で
あ
る
。
町

と
し
て
も
記
念
に
な
る
よ
う
な
取

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問問
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

積
極
的
勧
奨
再
開
が
文
書
通
達
で

決
定
し
た
。
来
年
度
の
接
種
対
象

者
人
数
は
。

答答
接
種
済
者
を
除
い
て
、
小
学
６

年
生
か
ら
高
校
１
年
生
で
合
計
３

４
２
名
で
あ
る
。

問問
国
か
ら
の
文
書
に
は
「
接
種
実

施
医
療
機
関
の
確
認
を
取
り
、
令

和
４
年
４
月
を
待
た
ず
準
備
が
整

っ
た
市
町
村
に
あ
っ
て
は
前
倒
し

し
実
施
す
る
こ
と
も
可
能
」
と
あ

る
が
、
本
町
と
し
て
い
つ
医
療
機

関
に
確
認
を
取
り
、
ど
の
よ
う
に

周
知
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

答答
年
明
け
早
々
に
接
種
実
施
医
療

機
関
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
医

療
機
関
と
相
談
し
な
が
ら
接
種
体

制
を
整
備
し
、
個
別
通
知
し
た
い
。

問問
国
か
ら
の
通
知
を
受
け
、
早
速

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
た
自
治

体
が
あ
る
が
本
町
の
考
え
は
。

答答
先
進
自
治
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
考
に
し
、
周
知
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問問
定
期
接
種
対
象
年
齢
を
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
方
々
へ
の
救
済
処
置
の

声
も
高
ま
っ
て
い
る
。
接
種
費
用

の
助
成
を
独
自
で
行
っ
て
い
る
自

治
体
も
あ
る
が
、
本
町
の
考
え
は
。

答答
国
の
動
向
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
独
自
の
助
成
事
業
を

行
っ
て
い
る
か
調
査
研
究
し
て
い

く
。

問問
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ

く
本
町
の
現
状
と
今
後
の
展
望
は
。

答答
図
書
館
に
は
「
み
ん
な
が
キ
ラ

リ
コ
ー
ナ
ー
」
と
称
し
て
点
字
本
・

大
活
字
本
・
布
絵
本
や
朗
読
Ｃ
Ｄ

な
ど
を
集
め
て
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

て
い
る
。
町
独
自
と
し
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
雇
用
の
方
に
、
点
字
本
の
題

名
一
覧
を
作
成
し
て
も
ら
い
簡
単

に
点
字
検
索
で
き
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
障
が
い
の

あ
る
方
が
、
少
し
で
も
読
書
の
恩

恵
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て

い
く
。

松浦松浦
まつうら

松浦松浦
まつうら

美松浦美美
み

美美美美
みみ

緒美緒緒
お

緒緒緒緒
おお

議員

出
生
届
け
時
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

サ

ス
と

て

命
名
書
発
行
を

命

令
和
４
年
１
月
よ
り
開
始
す
る

町長

まつうらまつうらまつうら みみみみみみ おおおお

障がいのある方たちにも
利用しやすい図書館に

「
読
書
の
町
し
ん
と
み
」
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

対
す
る
町
の
対
応
は

令和 年 月よりサービス開始
出生届時に命名シートをプレゼント
タイプのデザインから選べるのは

うれしいですね。
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実態は把握している以
上の件数が予測される

コミュニティバスの利用も
多かったマルショク

心配される
オミクロン株
回目接種で
抑え込むこと
ができるか

問問
告
示
後
住
宅
の
騒
音
対
策
に
つ

い
て
、
こ
の
間
、
国
と
は
ど
の
よ
う

な
交
渉
を
し
て
き
た
の
か
。

答答

月
に
新
田
原
基
地
周
辺
協

議
会
を
開
催
し
、
国
が
示
し
た
緊

急
先
行
的
な
措
置
を
実
施
す
る
考

え
を
評
価
す
る
一
方
、
対
象
と
な

る
区
域
や
期
間
が
今
後
の
課
題
と

し
て
、
国
に
対
応
を
求
め
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

月
２
日
に
周
辺
協
議
会
か
ら
九
州

防
衛
局
に
対
し
て
、「
対
象
と
な
っ

て
い
な
い

Ｗ
区
域
に
所
在
す

る
住
宅
に
つ
い
て
も
防
音
工
事
の

対
象
と
す
る
こ
と
」
、
「
住
宅
防
音

工
事
予
算
の
安
定
確
保
」
、
「
第
一

種
区
域
内
に
所
在
し
、
平
成

年

８
月

日
以
降
に
建
築
さ
れ
た

住
宅
へ
の
防
音
工
事
の
実
施
」
等

に
つ
い
て
要
望
し
て
き
た
。

問問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に

つ
い
て
、
今
後
の
対
応
は
。

答答
引
き
続
き
感
染
状
況
に
応
じ
た

会
食
時
の
「
み
や
ざ
き
モ
デ
ル
」
の

推
奨
や
公
共
施
設
等
の
利
用
制
限

な
ど
、
本
町
の
対
応
方
針
に
基
づ

き
感
染
防
止
対
策
の
取
組
み
を
行

っ
て
い
く
。
ま
た

月
１
日
か
ら

開
始
す
る
追
加
接
種
（
３
回
目
接

種
）
も
初
回
接
種
（
１
・
２
回
目
接

種
）
と
同
様
、
接
種
を
希
望
す
る
方

が
全
員
接
種
で
き
る
よ
う
、
町
内

医
療
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
行
く
。

問問
マ
ル
シ
ョ
ク
撤
退
後
の
町
と
し

て
の
対
策
は
。

答答
町
中
心
部
の
大
型
店
舗
の
閉
店

は
、
町
民
の
利
便
性
が
大
き
く
損

な
わ
れ
る
事
態
と
認
識
し
て
い
る
。

現
在
は
あ
る
程
度
議
論
を
し
て
お

り
、
町
の
考
え
方
も
お
伝
え
し
な

が
ら
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
ま
た
、
交
通
手
段
を
持
た

な
い
高
齢
者
等
の
方
々
に
つ
き
ま

し
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や

乗
合
タ
ク
シ
ー
「
ト
ヨ
タ
ク
」
を
ご

利
用
い
た
だ
き
、
他
の
店
舗
で
の

買
い
物
に
ご
活
用
い
た
だ
け
る
よ

う
、
町
営
公
共
交
通
の
広
報
に
も

一
層
注
力
し
て
い
く
。

問問
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
本
町
で
の

実
態
と
対
策
は
。

答答
本
町
で
把
握
し
て
い
る
件
数
は

３
世
帯
、
４
名
の
児
童
・
生
徒
に
対

し
、
新
富
町
こ
ど
も
家
庭
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
「
パ
プ
リ
カ
」
で
訪
問

支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。
直
接
自

宅
や
学
校
へ
出
向
き
、
本
人
、
学
級

担
任
、
必
要
に
応
じ
児
童
相
談
所

に
加
わ
っ
て
頂
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
が
抱
え
る
複
雑
か
つ
重
層
的

な
問
題
課
題
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
の
理
解
、
協
力
を
得
な
が
ら
対

応
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

※
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
と
は
、
家

族
の
介
護
や
ケ
ア
、
身
の
回
り
の

世
話
を
担
う

歳
未
満
の
子
ど

も
の
こ
と
で
す
。

吉田吉田
よし だ

吉田吉田
よし だ

貴
よし だ

吉田
よし だ

貴貴
たか

貴貴貴貴
たかたか

行
たか

貴
たか

行行
ゆき

行行行行
ゆきゆき

議員

告
示
後
住
宅
の
防
音
工
事

防
音
工
事

国
と
の
交
渉
は

周
辺
協
議
会
で
要
望
活
動
を
行
っ
た

町長

よし だよ し だ ゆきゆき

町
中
心
部
の
ス
ー
パ
ー
閉
店

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
対
策
は
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問問
本
町
の
目
指
す
農
業
と
有
機
農

業
の
推
進
に
つ
い
て
。

答答
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い

手
の
減
少
、
人
手
不
足
等
に
伴
う

労
働
力
の
低
下
な
ど
、
農
業
を
取

り
巻
く
情
勢
は
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。
本
町
と
Ｊ
Ａ
児
湯
と
一
体
と

な
り
、
次
世
代
に
繋
ぐ
人
材
を
育

成
し
農
家
の
生
産
活
動
を
支
援
す

る
。
有
機
農
業
の
推
進
に
あ
っ
て

は
、
国
の
方
針
に
従
い
関
係
団
体

と
協
力
し
推
進
す
る
。

問問
町
内
に
あ
る
観
光
資
源
の
活
用

策
を
見
直
し
、
新
富
町
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
よ
う
な
集
客
施
設
を
建

設
、
さ
ら
に
新
田
原
基
地
を
活
用

し
て
点
か
ら
線
で
つ
な
が
る
よ
う

な
観
光
資
源
を
発
掘
で
き
な
い
か
。

ま
た
予
算
に
つ
い
て
は
Ｆ―

Ｂ
対
応
で
国
に
要
求
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答答
新
田
原
基
地
を
活
用
し
本
町
の

特
色
を
生
か
し
た
教
育
旅
行
等
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
町
内
の
代

表
的
な
観
光
資
源
で
あ
る
座
論
梅

や
湖
水
ヶ
池
の
蓮
の
花
、
そ
ば
の

花
な
ど
見
ご
ろ
の
時
期
に
合
わ
せ

て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
町
内
外

か
ら
の
誘
客
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問問
ト
ヨ
タ
自
動
車
物
流
セ
ン
タ
ー

の
造
成
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、

雇
用
は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
直

結
す
る
道
路
が
必
要
な
の
で
は
な

い
か
。

答答
令
和
４
年
末
に
完
成
予
定
で
雇

用
は

名
か
ら
１
０
０
名
程
度
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

開
通
を
見
据
え
、
ア
ク
セ
ス
ル
ー

ト
を
総
合
的
に
判
断
し
道
路
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問問
高
齢
者
人
口
の
現
状
及
び
今
後

の
推
移
に
つ
い
て
。

答答
令
和
３
年

月
１
日
現
在
で

歳
以
上
の
高
齢
者
は
５
３
７

０
人
、
高
齢
者
一
人
の
み
の
世
帯

は
１
４
０
８
人
、
二
人
以
上
の
世

帯
は
１
１
０
５
世
帯
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
。

問問
健
康
寿
命
延
長
対
策
に
つ
い
て
。

答答
特
定
健
診
や
各
種
が
ん
検
診
の

実
施
、
介
護
予
防
を
目
的
に
通
い

の
場
の
体
操
教
室
総
合
事
業
等
の

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問問
老
人
ホ
ー
ム
等
の
現
況
と
今
後

の
推
移
に
つ
い
て
。

答答
入
所
施
設
と
し
て
住
宅
型
有
料

老
人
ホ
ー
ム
８
個
所
、
そ
の
他
の

入
所
施
設
６
個
所
あ
り
、
全
施
設

３
７
４
名
の
定
員
中
３
３
１
名
が

入
所
さ
れ
て
い
る
。
今
後
高
齢
者

人
口
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
施

設
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
が
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
住
み

慣
れ
た
自
宅
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
体
制
を
整
え
健
康
寿
命
延
長

対
策
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

有
機
農
業
の
推
進
方
策
は

関
係
団
体
と
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る

町長

高
齢
者
の
現
況
と
対
策
は

吉田
よし だ

憲市
けんいち

議員

新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
を

ト
ヨ
タ
自
動
車
物
流
セ
ン
タ
ー

建
設
に
つ
い
て

住宅防音
工事の更
なる拡充
を望む

オミクロン株は心配されるが
感染者の減少により人の動き
が活発化してきている

役場東側の用地整備
がほぼ終了した
現在は駐車場として
活用されている

問問
現
在
、
役
場
敷
地
内
に
防
災
倉

庫
の
設
置
及
び
整
備
を
行
っ
て
い

る
が
、
そ
の
詳
細
は
。

答答
令
和
２
年
度
に
実
施
設
計
を
行

い
、
令
和
３
年
度
か
ら
用
地
整
備

工
事
及
び
建
築
設
計
を
行
っ
て
お

り
、
令
和
４
年
度
中
の
完
成
を
目

指
し
て
い
る
。
防
災
備
蓄
倉
庫
は
、

水
や
食
料
の
ほ
か
、
発
電
機
な
ど

の
防
災
資
機
材
を
備
蓄
・
保
管
す

る
。
ま
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
の
特
定
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し

た
際
に
お
い
て
も
、
防
疫
作
業
に

必
要
な
資
機
材
等
を
保
管
し
、
発

災
初
期
か
ら
終
息
ま
で
、
迅
速
に

対
応
す
る
た
め
に
設
置
す
る
も
の

で
あ
る
。

問問
災
害
時
に
お
け
る
地
区
と
し
て

の
役
割
を
、
町
は
ど
う
考
え
る
か
。

答答
大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
は
、

火
災
の
同
時
多
発
の
危
険
性
が
高

く
、
ま
た
消
防
車
両
の
通
行
不
能
、

消
火
栓
の
使
用
不
能
が
想
定
さ
れ

る
た
め
、
地
区
で
結
成
さ
れ
て
い

る
自
主
防
災
組
織
を
中
心
と
し
た
、

初
期
消
火
活
動
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
高
齢
者
が
多
く
住
ん
で
い
る

地
域
で
は
、
避
難
困
難
者
が
多
数

い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
の

よ
う
な
方
を
把
握
し
て
、
避
難
補

助
を
行
う
こ
と
で
被
害
者
の
減
少

に
つ
な
が
る
。

問問
Ｆ―

Ｂ
の
配
備
計
画
発
表

以
降
に
、
新
た
な
防
音
対
策
が
提

示
さ
れ
た
が
、
住
民
の
反
応
や
要

望
は
。

答答
国
が
住
宅
防
音
工
事
の
対
象
を

拡
大
す
る
騒
音
対
策
案
を
周
辺
自

治
体
に
示
し
て
い
る
こ
と
の
新
聞

報
道
が
さ
れ
た
以
降
、
対
象
と
な

る
区
域
の
確
認
や
実
施
時
期
の
問

い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
、
特
に
平

成
５
年
７
月
２
日
以
降
に
建
て
ら

れ
た
告
示
後
住
宅
へ
の
防
音
工
事

の
早
期
実
施
に
対
す
る
多
く
の
ご

意
見
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

月
に
開
催
し
た
区
長
会
の
中
で
も
、

告
示
後
住
宅
へ
の
防
音
工
事
の
早

期
実
施
、
予
算
の
確
保
、
基
地
周
辺

整
備
事
業
の
充
実
、
テ
レ
ビ
受
信

料
の
見
直
し
、
電
気
料
金
の
助
成
、

防
衛
関
連
交
付
金
の
増
額
等
、
多

く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

問問
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
新
た
な
経

済
対
策
は
。

答答
本
議
会
の
一
般
会
計
補
正
予
算

で
提
案
し
て
い
る
と
お
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た
事
業
者

が
、
事
業
の
経
営
安
定
を
図
る
た

め
再
投
資
を
行
う
場
合
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
上
限

万
円
ま
で
、

割
補
助
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
今
後
も
、
国
・
県
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
町
内
事
業
者
の
支

援
及
び
経
済
活
性
化
策
を
講
じ
て

い
く
。

石石
いし

石石
いし

﨑石
いし

﨑﨑﨑
ざき

﨑﨑
ざき

俊﨑
ざき

俊俊俊
しゅん

俊俊
しゅん

二
しゅん

二二二
じ

二二
じ

議員

災
害
時
に
お
け
る

に
お
け
る

地
区
と
し
て
の
役
割
は

避
難
困
難
者
の
把
握
と
避
難
補
助

避
難
困
難
者
の
把
握
と
避
難
補

で
被
害
者
減
少
に
つ
な
が
る

町長

新
田
原
基
地
周
辺
対
策

いしいしいしいしいしざきざきざきざきざきざきざきざきしゅんしゅんしゅんしゅんしゅんしゅんしゅんしゅん じじじ

町
内
事
業
者
へ

新
た
な
経
済
対
策
は
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問問
本
町
の
目
指
す
農
業
と
有
機
農

業
の
推
進
に
つ
い
て
。

答答
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い

手
の
減
少
、
人
手
不
足
等
に
伴
う

労
働
力
の
低
下
な
ど
、
農
業
を
取

り
巻
く
情
勢
は
厳
し
い
状
況
で
あ

る
。
本
町
と
Ｊ
Ａ
児
湯
と
一
体
と

な
り
、
次
世
代
に
繋
ぐ
人
材
を
育

成
し
農
家
の
生
産
活
動
を
支
援
す

る
。
有
機
農
業
の
推
進
に
あ
っ
て

は
、
国
の
方
針
に
従
い
関
係
団
体

と
協
力
し
推
進
す
る
。

問問
町
内
に
あ
る
観
光
資
源
の
活
用

策
を
見
直
し
、
新
富
町
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
よ
う
な
集
客
施
設
を
建

設
、
さ
ら
に
新
田
原
基
地
を
活
用

し
て
点
か
ら
線
で
つ
な
が
る
よ
う

な
観
光
資
源
を
発
掘
で
き
な
い
か
。

ま
た
予
算
に
つ
い
て
は
Ｆ―

Ｂ
対
応
で
国
に
要
求
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答答
新
田
原
基
地
を
活
用
し
本
町
の

特
色
を
生
か
し
た
教
育
旅
行
等
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
町
内
の
代

表
的
な
観
光
資
源
で
あ
る
座
論
梅

や
湖
水
ヶ
池
の
蓮
の
花
、
そ
ば
の

花
な
ど
見
ご
ろ
の
時
期
に
合
わ
せ

て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
町
内
外

か
ら
の
誘
客
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問問
ト
ヨ
タ
自
動
車
物
流
セ
ン
タ
ー

の
造
成
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、

雇
用
は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
直

結
す
る
道
路
が
必
要
な
の
で
は
な

い
か
。

答答
令
和
４
年
末
に
完
成
予
定
で
雇

用
は

名
か
ら
１
０
０
名
程
度
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

開
通
を
見
据
え
、
ア
ク
セ
ス
ル
ー

ト
を
総
合
的
に
判
断
し
道
路
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問問
高
齢
者
人
口
の
現
状
及
び
今
後

の
推
移
に
つ
い
て
。

答答
令
和
３
年

月
１
日
現
在
で

歳
以
上
の
高
齢
者
は
５
３
７

０
人
、
高
齢
者
一
人
の
み
の
世
帯

は
１
４
０
８
人
、
二
人
以
上
の
世

帯
は
１
１
０
５
世
帯
と
な
っ
て
お

り
、
今
後
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
。

問問
健
康
寿
命
延
長
対
策
に
つ
い
て
。

答答
特
定
健
診
や
各
種
が
ん
検
診
の

実
施
、
介
護
予
防
を
目
的
に
通
い

の
場
の
体
操
教
室
総
合
事
業
等
の

支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問問
老
人
ホ
ー
ム
等
の
現
況
と
今
後

の
推
移
に
つ
い
て
。

答答
入
所
施
設
と
し
て
住
宅
型
有
料

老
人
ホ
ー
ム
８
個
所
、
そ
の
他
の

入
所
施
設
６
個
所
あ
り
、
全
施
設

３
７
４
名
の
定
員
中
３
３
１
名
が

入
所
さ
れ
て
い
る
。
今
後
高
齢
者

人
口
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
施

設
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
が
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
住
み

慣
れ
た
自
宅
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
体
制
を
整
え
健
康
寿
命
延
長

対
策
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

有
機
農
業
の
推
進
方
策
は

関
係
団
体
と
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る

町長

高
齢
者
の
現
況
と
対
策
は

吉田吉田
よし だ

吉田吉田
よし だよ し だ

憲市
よし だ

吉田
よし だよ し だ

憲市憲市憲市
けんいち

憲市憲市
けんいちけんいち

議員

新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
を

ト
ヨ
タ
自
動
車
物
流
セ
ン
タ
ー

建
設
に
つ
い
て
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現在では多くなった
体験型の修学旅行

原油価格高騰で農業だ
けでなく多方面に影響
が及んでいる

問問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
な
か
、

原
油
価
格
が
高
騰
し
、
資
材
費
も

上
昇
、
野
菜
類
に
関
し
て
は
安
値

傾
向
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
六
つ
の
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。
ま
ず
、
ハ
ウ
ス
園
芸
用

の
燃
油
高
騰
に
対
す
る
対
策
は
。

答答
計
画
的
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取

り
組
む
産
地
に
対
し
、
施
設
園
芸

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
に

着
手
し
経
費
削
減
を
目
指
す
。

問問
資
材
費
上
昇
に
対
す
る
対
策
は
。

答答
生
産
コ
ス
ト
、
生
産
体
制
等
経

費
全
般
の
見
直
し
を
関
係
機
関
と

協
力
し
な
が
ら
行
っ
て
い
く
。
ま

た
今
年
度
か
ら
３
ヶ
年
事
業
で
施

設
園
芸
生
産
基
盤
支
援
事
業
を
行

っ
て
い
く
。

問問
農
産
物
の
低
価
格
に
対
す
る
対

策
は
。

答答
平
成

年
か
ら
、
野
菜
を
含
め

品
目
に
と
ら
わ
れ
ず
に
収
入
減
少

を
補
填
す
る
収
入
保
険
制
度
が
導

入
さ
れ
て
い
る
。
町
と
し
て
は
、
収

入
保
険
に
継
続
お
よ
び
新
規
加
入

し
た
方
へ
の
保
険
料
の
一
部
補
助

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

問問
畜
産
業
の
飼
料
高
騰
に
対
す
る

対
策
は
。

答答
現
在
、
配
合
飼
料
価
格
安
定
制

度
に
よ
る
補
填
金
が
発
動
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
対
策
を
検
討
す
る
。

問問
米
価
格
急
落
に
対
す
る
対
策
は
。

答答
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
（
収

入
保
険
）
に
加
入
す
る
こ
と
で
、
自

然
災
害
や
米
価
下
落
に
よ
る
経
営

リ
ス
ク
の
対
応
が
可
能
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問問
農
業
関
連
の
予
算
増
額
は
考
え

て
い
な
い
か
。

答答
県
や
Ｊ
Ａ
児
湯
な
ど
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
必
要
な
予
算
に
つ

い
て
確
保
し
て
い
き
た
い
。

問問
平
成

年
度
か
ら

年
度
に

か
け
て
、
奈
良
県
山
辺
高
等
学
校

山
添
分
校
の
修
学
旅
行
を
兼
ね
た

農
業
体
験
実
習
を
受
け
入
れ
て
い

た
が
、
突
然
中
止
と
な
っ
た
。
そ
の

理
由
と
、
事
業
再
開
の
考
え
は
。

答答
中
止
し
た
理
由
は
、
収
支
面
で

赤
字
で
あ
っ
た
こ
と
。
実
習
し
た

生
徒
が
本
町
で
の
就
農
に
繋
が
る

可
能
性
が
低
い
こ
と
。
受
け
入
れ

農
家
の
確
保
や
調
整
、
労
務
負
担

が
大
き
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
本
事

業
を
継
続
す
る
費
用
対
効
果
が
見

い
だ
せ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

再
開
す
る
考
え
は
、
今
の
と
こ
ろ

は
な
い
。

出口
でぐ ち

喜重郎
きじゅうろう

議員

農
業
支
援
、
町
の
対
策
は

収
入
保
険
制
度
の
利
用
を
促
進

町長

農
業
体
験
実
習
受
け
入
れ
を

中
止
し
た
理
由
は

野菜のまち新富町
今できる対策を活用していく

高齢者にもスマホ広がれ

職員メンター制の研修風景

問問
官
民
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
向
け

シ
ニ
ア
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
購
入

費
を
補
助
し
て
は
。

答答
Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
も
令
和
４
年
３

月
末
に
終
了
予
定
で
あ
り
、
高
齢

者
の
利
便
性
の
確
保
か
ら
も
、
高

齢
者
向
け
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
購

入
補
助
な
ど
、
何
ら
か
の
手
だ
て

が
必
要
で
あ
る
。

問問
職
員
ひ
と
り
一
人
が
、
心
身
と

も
健
康
で
安
心
し
て
職
務
を
全
う

で
き
る
環
境
づ
く
り
へ
の
取
組
み

は
。

答答
①
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
年
５
回
、
概
ね
１
回
に
つ

き
２
名
程
、
そ
れ
ぞ
れ
１
時
間
程

度
行
っ
て
い
る
。
②
全
職
員
対
象

に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、

高
ス
ト
レ
ス
者
に
は
、
産
業
医
の

面
談
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
各
課

の
管
理
職
が
面
談
等
に
よ
り
悩
み

を
聞
い
て
い
る
。
③
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
外
部

か
ら
受
け
る
嫌
が
ら
せ
や
過
度
な

ク
レ
ー
ム
は
個
人
対
応
す
る
の
で

は
な
く
、
組
織
や
チ
ー
ム
対
応
を

行
っ
て
い
る
。
④
就
業
環
境
の
向

上
に
つ
い
て
は
、
職
場
の
物
理
的

レ
イ
ア
ウ
ト
、
労
働
時
間
、
作
業
方

法
、
組
織
、
人
間
関
係
な
ど
改
善
し
、

ス
ト
レ
ス
軽
減
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
不
調
予
防
と
良
好
な
職
場
環
境

を
作
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら

取
組
ん
で
い
く
。

問問
新
田
小
講
堂
は
築

年
経
過

し
、
広
範
囲
に
劣
化
の
診
断
が
さ

れ
て
い
る
が
、
建
替
え
の
立
案
は
。

答答
現
状
で
は
長
寿
命
化
改
修
に
よ

る
「
延
命
措
置
」
の
実
施
を
考
え
て

い
る
。

問問
通
学
路
等
、
安
全
対
策
に
、
立
体

的
「
錯
視
」
を
利
用
し
た
「
イ
メ
ー

ジ
ハ
ン
プ
」
の
設
置
を
。

答答
交
通
安
全
対
策
の
一
環
と
し
て
、

設
置
方
法
な
ど
調
査
研
究
等
を
行

っ
て
い
く
。

阿萬誠郎阿萬誠郎
あまんせいろう

阿萬誠郎阿萬誠郎
あまんせいろうあまんせいろう

議員

高
齢
者
に
者
にス

マ
ホ
購
入
費
の
補
助
は

購
入
費

何
ら
か
の
手
だ
て
が
必
要
で
あ
るる

だ
て
が

町長

新田小講堂 卒業式の風景
錯視効果で減速！
「イメージハンプ」

「
イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ
」
の
設
置
を

新
田
小
学
校
講
堂
建
替
え
は

職
員
の
健
康
管
理
の
取
組
み
は
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現在では多くなった
体験型の修学旅行

原油価格高騰で農業だ
けでなく多方面に影響
が及んでいる

問問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
な
か
、

原
油
価
格
が
高
騰
し
、
資
材
費
も

上
昇
、
野
菜
類
に
関
し
て
は
安
値

傾
向
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
六
つ
の
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。
ま
ず
、
ハ
ウ
ス
園
芸
用

の
燃
油
高
騰
に
対
す
る
対
策
は
。

答答
計
画
的
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取

り
組
む
産
地
に
対
し
、
施
設
園
芸

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
構
築
事
業
に

着
手
し
経
費
削
減
を
目
指
す
。

問問
資
材
費
上
昇
に
対
す
る
対
策
は
。

答答
生
産
コ
ス
ト
、
生
産
体
制
等
経

費
全
般
の
見
直
し
を
関
係
機
関
と

協
力
し
な
が
ら
行
っ
て
い
く
。
ま

た
今
年
度
か
ら
３
ヶ
年
事
業
で
施

設
園
芸
生
産
基
盤
支
援
事
業
を
行

っ
て
い
く
。

問問
農
産
物
の
低
価
格
に
対
す
る
対

策
は
。

答答
平
成

年
か
ら
、
野
菜
を
含
め

品
目
に
と
ら
わ
れ
ず
に
収
入
減
少

を
補
填
す
る
収
入
保
険
制
度
が
導

入
さ
れ
て
い
る
。
町
と
し
て
は
、
収

入
保
険
に
継
続
お
よ
び
新
規
加
入

し
た
方
へ
の
保
険
料
の
一
部
補
助

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

問問
畜
産
業
の
飼
料
高
騰
に
対
す
る

対
策
は
。

答答
現
在
、
配
合
飼
料
価
格
安
定
制

度
に
よ
る
補
填
金
が
発
動
さ
れ
て

お
り
、
今
後
も
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
対
策
を
検
討
す
る
。

問問
米
価
格
急
落
に
対
す
る
対
策
は
。

答答
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
（
収

入
保
険
）
に
加
入
す
る
こ
と
で
、
自

然
災
害
や
米
価
下
落
に
よ
る
経
営

リ
ス
ク
の
対
応
が
可
能
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問問
農
業
関
連
の
予
算
増
額
は
考
え

て
い
な
い
か
。

答答
県
や
Ｊ
Ａ
児
湯
な
ど
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
必
要
な
予
算
に
つ

い
て
確
保
し
て
い
き
た
い
。

問問
平
成

年
度
か
ら

年
度
に

か
け
て
、
奈
良
県
山
辺
高
等
学
校

山
添
分
校
の
修
学
旅
行
を
兼
ね
た

農
業
体
験
実
習
を
受
け
入
れ
て
い

た
が
、
突
然
中
止
と
な
っ
た
。
そ
の

理
由
と
、
事
業
再
開
の
考
え
は
。

答答
中
止
し
た
理
由
は
、
収
支
面
で

赤
字
で
あ
っ
た
こ
と
。
実
習
し
た

生
徒
が
本
町
で
の
就
農
に
繋
が
る

可
能
性
が
低
い
こ
と
。
受
け
入
れ

農
家
の
確
保
や
調
整
、
労
務
負
担

が
大
き
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
本
事

業
を
継
続
す
る
費
用
対
効
果
が
見

い
だ
せ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

再
開
す
る
考
え
は
、
今
の
と
こ
ろ

は
な
い
。

出口出口
でぐ ち

出口出口
でぐ ち

喜重郎
でぐ ち

出口
でぐ ち

喜重郎喜重郎喜重郎
きじゅうろう

喜重郎喜重郎
きじゅうろう

議員

農
業
支
援
、
町
の
対
策
は

収
入
保
険
制
度
の
利
用
を
促
進

町長

農
業
体
験
実
習
受
け
入
れ
を

中
止
し
た
理
由
は

野菜のまち新富町
今できる対策を活用していく
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鬼木防衛副大臣へ要望書を提出

令令
和和
３３
年年

月月

日日

要要
望望
活活
動動

防防
衛衛
省省
・・
航航
空空
幕幕
僚僚
監監
部部
・・
総総
務務
省省

７
月
に
「
新
田
原
基
地
が
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機

Ｆ―

Ｂ
の
配
備
基
地
と
し
て
最
適
で
あ
る
」

と
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
国
は
、
防
音
工
事

の
対
象
範
囲
の
拡
大
を
提
示
し
て
き
た
。
新
富

町
長
は
「
受
け
入
れ
を
前
提
に
協
議
し
て
い
く
」

と
発
言
し
、
騒
音
対
策
等
の
諸
課
題
を
進
展
さ

せ
て
い
く
旨
を
示
唆
し
た
。
新
富
町
議
会
も
「
新

田
原
基
地
周
辺
騒
音
対
策
に
関
す
る
意
見
書
」

を
採
択
し
、
国
に
対
し
意
見
書
を
提
出
、
そ
の

よ
う
な
中
で
の
今
回
の
要
望
活
動
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
実
現
し
て
い
な
い
要
望
を
引
き
続

き
行
う
こ
と
は
も
と
よ
り
、
今
回
は
、
新
た
な

飛
行
隊
が
配
備
さ
れ
れ
ば
、
飛
行
回
数
が
増
加

す
る
こ
と
か
ら
、
防
音
工
事
の
対
象
範
囲
の
更

な
る
拡
大
を
求
め
強
く
要
望
し
た
。
ま
た
今
回

の
要
望
で
は
、
住
民
目
線
で
の
意
見
を
率
直
に

訴
え
、
こ
れ
ま
で
我
慢
し
て
き
た
住
民
感
情
に

理
解
を
求
め
た
。

今
後
は
、
町
執
行
部
の
協
議
等
を
注
視
し
つ

つ
、
議
会
も
騒
音
対
策
等
を
進
展
さ
せ
る
た
め

情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

防防
衛衛
省省
地地
方方
協協
力力
局局
長長
へへ
直直
接接
要要
望望

【【
委委
員員
】】
防
音
工
事
の
方
法
を
、
一
番
有
効
な
外

郭
防
音
工
事
に
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

【【
局局
長長
】】
今
回
は
緊
急
の
措
置
と
い
う
こ
と
で

提
案
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

【【
委委
員員
】】
町
内
で
働
い
て
い
る
方
は
、
日
中
も
職

場
事
務
所
や
現
場
に
お
い
て
、
騒
音
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。
せ
め
て
事
務
所
の
防
音
工
事
を
お

願
い
し
た
い
。

【【
局局
長長
】】
我
々
と
し
て
も
重
く
受
け
止
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
将
来
に
向
け
て
の
検
討
課
題

で
あ
り
、
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
対
応
し
い
け

れ
ば
と
思
う
。

【【
委委
員員
】】
並
ん
で
建
っ
て
い
る
家
が
騒
音
コ
ン

タ
ー
線
の

Ｗ
と

Ｗ
で
分
け
ら
れ
て
い
る
。

住
民
か
ら
不
満
の
声
が
出
て
い
る
が
。

【【
局局
長長
】】
測
定
し
た
結
果
と
し
て
コ
ン
タ
ー
線

を
引
い
て
、
施
策
を
す
る
と
い
う
の
が
今
の
形

と
な
っ
て
い
る
。
地
域
が
分
断
さ
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
悩
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
我
々
と
し
て
も
、
い
ろ
い

ろ
と
考
え
て
い
き
た
い
。

【【
委委
員員
】】
ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で
の
要
望
を
速
や
か

に
実
現
す
る
こ
と
。
他
に
通
話
障
害
に
お
け
る

電
話
料
金
の
補
助
、
Ｂ
Ｓ
受
信
料
等
々
、
今
住

民
の
要
望
は
多
様
化
し
て
い
る
。
空
調
機
使
用

に
よ
る
電
気
料
の
負
担
も
大
き
い
。
防
音
効
果

の
高
い
ペ
ア
ガ
ラ
ス
へ
の
補
助
な
ど
、
ご
検
討

い
た
だ
き
た
い
。

【【
局局
長長
】】
い
ず
れ
も
包
括
的
に
今
お
答
え
す
る

の
は
難
し
い
。
ペ
ア
ガ
ラ
ス
の
話
も
出
ま
し
た

が
、
か
な
り
一
般
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め

て
よ
く
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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番 号 件  名 結 果

議案第 55号 令和３年度新富町一般会計補正予算 可決 全員

議案第 56号 令和３年度新富町国民健康保険特別会計補正予算 可決 全員

議案第 57号 令和３年度新富町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算 可決 全員

議案第 58号 令和３年度新富町後期高齢者医療特別会計補正予算 可決 全員

議案第 59号 令和３年度西都児湯情報公開・個人情報保護審査会特別会計補正予算 可決 全員

議案第 60号 令和３年度新富町水道事業会計補正予算 可決 全員

議案第 61号 町長、副町長及び教育長の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 可決 多数

議案第 62号 新富町企業立地促進条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 63号 新富町税条例の一部を改正する条例 可決 多数

議案第 64号 新富町国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 全員

議案第 65号
新富町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施
設等の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

可決 全員

議案第 66号
新富町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例

可決 全員

議案第 67号 公の施設の指定管理者の指定について（新田コミュニティセンター） 可決 全員

議案第 68号 公の施設の指定管理者の指定について（新富町農業生産振興施設） 可決 全員

議案第 69号 新富町道の路線認定及び廃止について 可決 全員

議案第 70号
工事請負契約の締結について（令和３年度防衛施設周辺民生安定施設整備事業 新富
町屋外運動場建設（建築主体）工事）

可決 全員

議案第 71号
工事請負契約の締結について（令和３年度防衛施設周辺民生安定施設整備事業 新富
町屋外運動場建設（電気設備）工事）

可決 全員

議案第 72号
工事請負契約の締結について（令和３年度防衛施設周辺民生安定施設整備事業 新富
町屋外運動場建設（機械設備）工事

可決 全員

議案第 73号
工事請負契約の締結について（令和３年度防衛施設周辺民生安定施設整備事業 新富
町屋外運動場建設（土木整備）工事）

可決 全員

議案第 74号 工事請負契約の締結について（硬質フィルムハウス新設工事） 可決 全員

発議第 05号 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める意見書について 可決 全員

令和 3年 12月定例会 議案等の審議結果

新田原基地施設整備工事及び盛土設置状況視察（12月 16日）

基地内施設整備工事による残土を利用し、基地西側に高さ約４ｍの盛土を設置した。セキュリティ面での効果は

もちろん、地上騒音に対する防音効果も期待される。今後音量の測定も行われる予定。
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鬼木防衛副大臣へ要望書を提出

令令
和和
３３
年年

月月

日日

要要
望望
活活
動動

防防
衛衛
省省
・・
航航
空空
幕幕
僚僚
監監
部部
・・
総総
務務
省省

７
月
に
「
新
田
原
基
地
が
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機

Ｆ―

Ｂ
の
配
備
基
地
と
し
て
最
適
で
あ
る
」

と
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、
国
は
、
防
音
工
事

の
対
象
範
囲
の
拡
大
を
提
示
し
て
き
た
。
新
富

町
長
は
「
受
け
入
れ
を
前
提
に
協
議
し
て
い
く
」

と
発
言
し
、
騒
音
対
策
等
の
諸
課
題
を
進
展
さ

せ
て
い
く
旨
を
示
唆
し
た
。
新
富
町
議
会
も
「
新

田
原
基
地
周
辺
騒
音
対
策
に
関
す
る
意
見
書
」

を
採
択
し
、
国
に
対
し
意
見
書
を
提
出
、
そ
の

よ
う
な
中
で
の
今
回
の
要
望
活
動
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
実
現
し
て
い
な
い
要
望
を
引
き
続

き
行
う
こ
と
は
も
と
よ
り
、
今
回
は
、
新
た
な

飛
行
隊
が
配
備
さ
れ
れ
ば
、
飛
行
回
数
が
増
加

す
る
こ
と
か
ら
、
防
音
工
事
の
対
象
範
囲
の
更

な
る
拡
大
を
求
め
強
く
要
望
し
た
。
ま
た
今
回

の
要
望
で
は
、
住
民
目
線
で
の
意
見
を
率
直
に

訴
え
、
こ
れ
ま
で
我
慢
し
て
き
た
住
民
感
情
に

理
解
を
求
め
た
。

今
後
は
、
町
執
行
部
の
協
議
等
を
注
視
し
つ

つ
、
議
会
も
騒
音
対
策
等
を
進
展
さ
せ
る
た
め

情
報
収
集
に
努
め
た
い
。

防防
衛衛
省省
地地
方方
協協
力力
局局
長長
へへ
直直
接接
要要
望望

【【
委委
員員
】】
防
音
工
事
の
方
法
を
、
一
番
有
効
な
外

郭
防
音
工
事
に
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

【【
局局
長長
】】
今
回
は
緊
急
の
措
置
と
い
う
こ
と
で

提
案
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

【【
委委
員員
】】
町
内
で
働
い
て
い
る
方
は
、
日
中
も
職

場
事
務
所
や
現
場
に
お
い
て
、
騒
音
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。
せ
め
て
事
務
所
の
防
音
工
事
を
お

願
い
し
た
い
。

【【
局局
長長
】】
我
々
と
し
て
も
重
く
受
け
止
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
将
来
に
向
け
て
の
検
討
課
題

で
あ
り
、
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
対
応
し
い
け

れ
ば
と
思
う
。

【【
委委
員員
】】
並
ん
で
建
っ
て
い
る
家
が
騒
音
コ
ン

タ
ー
線
の

Ｗ
と

Ｗ
で
分
け
ら
れ
て
い
る
。

住
民
か
ら
不
満
の
声
が
出
て
い
る
が
。

【【
局局
長長
】】
測
定
し
た
結
果
と
し
て
コ
ン
タ
ー
線

を
引
い
て
、
施
策
を
す
る
と
い
う
の
が
今
の
形

と
な
っ
て
い
る
。
地
域
が
分
断
さ
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
悩
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
我
々
と
し
て
も
、
い
ろ
い

ろ
と
考
え
て
い
き
た
い
。

【【
委委
員員
】】
ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で
の
要
望
を
速
や
か

に
実
現
す
る
こ
と
。
他
に
通
話
障
害
に
お
け
る

電
話
料
金
の
補
助
、
Ｂ
Ｓ
受
信
料
等
々
、
今
住

民
の
要
望
は
多
様
化
し
て
い
る
。
空
調
機
使
用

に
よ
る
電
気
料
の
負
担
も
大
き
い
。
防
音
効
果

の
高
い
ペ
ア
ガ
ラ
ス
へ
の
補
助
な
ど
、
ご
検
討

い
た
だ
き
た
い
。

【【
局局
長長
】】
い
ず
れ
も
包
括
的
に
今
お
答
え
す
る

の
は
難
し
い
。
ペ
ア
ガ
ラ
ス
の
話
も
出
ま
し
た

が
、
か
な
り
一
般
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め

て
よ
く
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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編編
集集
後後
記記

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
も
一
昨
年
同

様
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
た

一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
と
い
う
変
異
株
が
世
界
中
で

蔓
延
し
て
お
り
、
一
時
も
気
の
抜
け

な
い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
一

日
も
早
く
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
く

れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま

す
。さ

て
、
今
年
４
月
に
は
「
新
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
す

る
予
定
で
す
。
新
田
支
所
と
し
て
の

役
割
の
他
に
、
コ
ン
ビ
ニ
や
コ
イ
ン

ラ
ン
ド
リ
ー
が
併
設
さ
れ
ま
す
。
地

域
の
利
便
性
や
賑
わ
い
の
場
の
拠

点
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

今
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

お
お
き

議議
会会
広広
報報
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長
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﨑
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長
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委
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松
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美
緒

出
口
喜
重
郎

大
木

俊
二

吉
田

憲
市

【【
連連
絡絡
先先
】】
議議
会会
事事
務務
局局
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３
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６
１
３
９

宮
崎
県
新
富
町
議
会
だ
よ
り

■
発
行
責
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者
／
新
富
町
議
会
議
長

永
友
繫
喜

■
印
刷
／
有
限
会
社
ふ
く
し
げ
印
刷

相馬玲さん

町
民
イ
ン
タ
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ュ
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